
平成２７年度国有林モニター会議 

アンケート結果概要 

 

  モニター会議のご感想、森林・林業や国有林野事業に関するご意見を伺うため、会議終了後 

にアンケートを実施し、１６名の方に回答をいただきました。ご協力ありがとうございました。 

 いただいたご意見を抜粋・要約して掲載いたします。 

 

【大分西部会場】 

① 今回の国有林モニター会議について、ご意見・ご感想をお聞かせください。 

○ 間伐箇所の視察について 

・ 普段見る機会がない間伐の現場を視察し、森林整備において機械化が進んでいることを

理解することができた。 

・ 作業中の現場視察や現場で働く方との意見交換ができれば、森林整備についてより理解

が深まったと思う。 

○ 製材工場（（株）日田十条）の視察について 

・ 製材の工程において機械化が進んでいることを理解することができた。 

・ 屋外倉庫の屋根や事務所において、鉄やコンクリートではなく自社製品の木材を使って

いるところが印象的であった。木材利用の可能性を感じると同時に、木材を積極的に活

用する姿勢に共感した。 

○ 国有林モニター会議全般について 

・ 一般の国民は、林業に関わる機会が少ないため、現場視察は非常に貴重な機会であり、

国民が林業について理解し、興味関心を持つためにも今後も是非続けてほしい。 

・ 九州森林管理局職員との意見交換は貴重な機会であり、林業への関心がより高まった。 

・ 何か体験できるメニュー（森林整備の作業など）があると興味を持つ者も増えると思う。 

 

② 今回配布した資料について、ご意見・ご感想をお聞かせください。 

・ ポイントを絞ったわかりやすい資料であった。資料に掲載のあった情報（間伐材マーク

等）で初めて知った情報も多かったので、自治体等を通して取組の PRをすると効果的

であると思う。 

・ 間伐箇所の視察の際に配布された施業図（森林整備箇所等を示した図面）は初めて見た

が、施業実行箇所に色づけがされており、その地区の状況が一目でわかる資料であり、

森林がどのように管理されているかを理解する上で参考となった。 

 

③ その他、言い足りなかった点、国有林や森林・林業全般に対するご意見、ご要望がござい 

ましたら、お聞かせください。 

・ 地域の国有林所在地や地域で抱える国有林の課題や施策などについてもっと知ること

ができるようにしていただきたい。 

・ 有害鳥獣捕獲以外の対策として、野生動物との住み分けを目指した取組を検討いただき

たい。 

 



【宮崎会場】 

① 今回の国有林モニター会議について、ご意見・ご感想をお聞かせください。 

○ 綾照葉樹林プロジェクトの説明について 

・ 自然林等の保護・復元に向けて官民の５団体が協力した取組を１０年間継続されている

ことに感銘を受けた。 

・ プロジェクトを実施した１０年間で新たに出た課題と、今後の課題解決方法、ビジョン

についてもっと詳しく知りたいと思った。 

○ 綾の照葉樹林の視察について 

・ 自然との共生を考えた歩道整備がされており、照葉樹林との調和がとれていた。 

・ 照葉樹林内は非常に心地よく、リフレッシュすることができた。森林の持つ公益的機能

の可能性を改めて認識した。 

○ 国有林モニター会議全般について 

・ 協定を交わしている５者それぞれからも話を聞いてみたかった。多方面からの意見や考

えを知ることができ、よりプロジェクトについて理解が深まったと思う。 

・ 綾の照葉樹林では、自然林等の保護・復元に向けて、どのような活動が行われているの

かを実際に見てみたいと思った。 

・ 意見交換や質問をする時間が十分設けられており、疑問点を解決することができた。 

 

② 今回配布した資料について、ご意見・ご感想をお聞かせください。 

・ 全般的にわかりやすい資料であった。帰宅後、再確認する際にも大いに活用することが

できた。 

・ 九州森林管理局が林業だけでなく、自然保護にも取り組んでいることを理解することが

できる資料であった。取組内容も理解しやすく、今後、森林内を歩く時に見方が変わる

ような資料であった。大いに活用しようと思う。 

 

③ その他、言い足りなかった点、国有林や森林・林業全般に対するご意見、ご要望がござい 

ましたら、お聞かせください。 

・ 今回説明のあったプロジェクトのように、今後も貴重な資源である国有林を地域の活性

化や自然との共生に役立ててほしいと思った。 

・ 森林への興味が深まり、森林の持つ公益的機能についてもっと知りたいと思った。併せ

て、森林の持つ公益的機能について PRを行いたい。 

 

  

  

  

  


